
ミニバス路線再編の評価調査について
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１. ミニバス路線再編の概要

以下の 3 点を基本コンセプトに、ミニバス 7 路線中 4 路線の経路・ダイヤを変更し、各路線

の運行間隔を大幅に短縮した。また、併せて乗り継ぎ抵抗軽減策等を実施した。

日野駅

高幡
不動駅豊田駅

日野市役所

日野市立病院

平山城址公園駅

桜ヶ丘車庫

８０分
間隔

８０分間隔

１２０分間隔

凡 例

ターミナル

主要停留所

凡 例

ターミナル

主要停留所

路線集中区間

８０分間隔
豊田駅行き

８０分間隔
日野駅行き

旭が丘
循環路線

市内路線

平山循環路線

南平
路線

聖蹟
桜ヶ丘駅

百草園駅

三沢台路線

落川路線

凡 例

ターミナル

主要停留所

凡 例

ターミナル

主要停留所日野駅

豊田駅

日野市役所日野市立病院

平山城址公園駅

旭が丘
循環路線

Ａ
旭が丘
循環路線

Ａ

市内路線Ｓ 市内路線Ｓ

平山循環路線Ｈ 平山循環路線Ｈ

南平路線Ｄ 南平路線Ｄ

2路線の
相互運行により

２０分間隔 ４０分間隔

６０分間隔

４０分
間隔

６０分
間隔

聖蹟
桜ヶ丘駅

百草園駅

桜ヶ丘車庫

高幡
不動駅

三沢台路線Ｗ 三沢台路線Ｗ

落川路線Ｏ 落川路線Ｏ

川辺堀之内路線Ｋ 川辺堀之内路線Ｋ

【路線再編の基本コンセプト】

 路線集中区間での運行を効率化し、運行本数が1本/時に満たない区間の運行本数を増加させる。

 ラウンドダイヤ（毎時定時発のダイヤ）を採用し、わかりやすい発時刻での運行を目指す。

 各路線始終発時刻及び使用車両台数については、概ね現状維持とする。

再編

実施内容

①路線再編

 路線再編（重複路線
の解消、路線の単
純化）

 経路変更（交通空白
地域の解消）

 ダイヤ設定（運行本
数増加、ラウンドダ
イヤ設定）

②乗り継ぎ割引実施

③ターミナル整備（豊田
駅北口のミニバス乗り
場に雨よけの上屋・ベ
ンチを設置）

④再編ＰＲ（路線図配布
等による情報提供）

⑤ユニバーサルデザイン
対応（乗務員教育、誘
導ブロック設置等）

⑥わかりやすい案内表
示（各路線のアルファ
ベット標記、路線カラ
ーの設定等）

再編前

再編後
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２. 再編評価調査の経緯

日時 内容

平成 20 年 10 月 17 日～11 月 4日 市民アンケート調査（再編前）実施

平成 20 年 11 月 11 日 ミニバスＯＤ調査（再編前）実施再編前

平成 21 年 3 月 24 日 日野市地域公共交通総合連携計画策定

再編 平成 22 年 10 月 16 日 ミニバス再編実施

平成 23 年 5 月 17 日 ミニバスＯＤ調査（再編後）実施

平成 23 年 6 月 24 日 ＯＤ調査結果報告（第 12回交通会議）

平成 23 年 8 月 23 日～9月 5日 市民アンケート調査（再編後）実施
再編後

平成 23 年 12 月 20 日 再編評価結果報告（本日の会議）

３. ＯＤ調査結果（前回会議のおさらい）

日野駅

高幡
不動駅豊田駅

日野市役所日野
市立病院

平山城址
公園駅

桜ヶ丘車庫

凡 例

ターミナル

主要停留所

凡 例

ターミナル

主要停留所

聖蹟
桜ヶ丘駅

百草園駅

三沢台路線

落川路線

区間１

区間２

区間３

区間４

区間５

区間６

区
間
７

旭が丘
地域

平山
地域 区間８

35%増

4%減

130%増

※ミニバス廃止

4%減

25%増

7%
増

150%増

 再編により大半の区間において利用者数が増加し、区間によっては 2 倍

（100％）以上の増加となった。事業規模を変えず、運行の効率化を図りつつ利

便性を向上させ、利用者を大幅に増加させることができた点は評価できる。

（※調査日が再編前後各 1日であった点については留意が必要である。）

 再編により一部の利用者は乗り継ぎが必要となったが、乗り継ぎ利用者は想定

よりも少ない。乗り継ぎ利用を促進することにより、更なる利用者増を目指す

ことが必要である。
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４. 市民アンケート調査結果

４.１ 回収状況

回収率は 3年前に実施した調査（以下、「事前調査」という）結果よりも高く、全体で

46.5％であった（事前調査では 40.1％）。特に平山中学校区での変化は大きく、事前調査

では 29.4％（8地区内最低値）であったのが、51.8％（8地区内最高値）に増加した。増

加要因の一つとして、「公共交通への関心の高まり」が考えられる。

中学校区別回収率

41.6%
46.0%

43.0%
47.8%

49.6%
51.8%

46.5%

40.1%

29.4%

37.0%
33.6%

47.0%
43.2%

40.6%
43.2% 43.2%

47.8%

43.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

第一 第二 七生 第三 第四 三沢 大坂上 平山 合計

H20年度 H23年度

日野駅

豊田駅

日野市役所
日野市立病院

平山城址
公園駅

旭が丘
循環路線

Ａ

市内路線Ｓ

平山循環路線Ｈ

南平路線Ｄ

聖蹟
桜ヶ丘駅

百草園駅

桜ヶ丘車庫

高幡不動駅

三沢台路線Ｗ

落川路線Ｏ

川辺堀之内路線Ｋ

大坂上

凡 例

ターミナル

主要停留所

中学校区境

第一

第二

三沢

第三

七生

第四

平山

中学校区とミニバス路線網

日野駅

豊田駅

日野市役所
日野市立病院

平山城址
公園駅

旭が丘
循環路線

Ａ
旭が丘
循環路線

Ａ

市内路線Ｓ 市内路線Ｓ

平山循環路線Ｈ 平山循環路線Ｈ

南平路線Ｄ 南平路線Ｄ

聖蹟
桜ヶ丘駅

百草園駅

桜ヶ丘車庫

高幡不動駅

三沢台路線Ｗ 三沢台路線Ｗ

落川路線Ｏ 落川路線Ｏ

川辺堀之内路線Ｋ 川辺堀之内路線Ｋ

大坂上

凡 例

ターミナル

主要停留所

中学校区境

凡 例

ターミナル

主要停留所

中学校区境

第一

第二

三沢

第三

七生

第四

平山

中学校区とミニバス路線網
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４.２ 回答者属性

■アンケートの年齢別回答者分布(H23、H20)と H22 国勢調査の年齢別人口分布の比較

0%

5%

10%

15%

20%

25%

10歳代
（15歳以上）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代
以上

アンケート回答者(H23)
アンケート回答者(H20)
実人口（H22国勢調査）

【参考】

日野市実人口項目
本年度

実施調査
事前調査

(H20) 値 出典

60 歳以上

の割合
47.2％ 44.5％ 32.0％

H22 国勢調査
（60 歳以上人口÷15 歳以上人口）

女性の割合 58.3％ 56.1％ 49.4％
H22 国勢調査
（15 歳以上女性人口÷15 歳以上人口）

一人暮らし

の割合
9.0％ 6.4％ 19.0％

H22 国勢調査
（15 歳以上の一人暮らし人口÷15 歳以上人口）

運転免許

保有率
66.2％ 67.3％ 64.9％

警視庁の統計（平成 22 年）

H22 国勢調査
東京都運転免許保有者÷東京都 15 歳以上人口

■回答者属性について

・事前調査と同様、実人口分布に比べ高齢者及び女性の割合が高い傾向にある。若い

世代の回答が少ないため、一人暮らしの回答者の割合は実人口よりも低くなってい

る。運転免許保有者の割合は東京都の平均よりもやや高い。

⇒回答者層がやや高齢者に偏っているものの、バス利用者層だけでなく、運転免

許保有者からもバランス良く回答が得られている。
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４.３ ミニバス利用状況

（１） 利用頻度（年代別集計）

非利用者が 6割近くを占める。利用者全体のミニバス利用頻度は月平均 4.5 日である

が、高年代の方が高い傾向にあり、80歳代以上の利用頻度は月平均 7.1 日である。

7.2%

12.3%

5.1%

6.1%

11.1%

19.6%

6.6%

5.7%

6.0%

5.0%

12.8%

12.3%

6.4%

7.0%

5.3%

6.1%

6.8%

6.4%

5.3%

7.4%

8.0%

14.8%

16.5%

11.1%

12.4%

11.1%

8.0%

23.4%

12.5%

77.8%

74.3%

66.9%

65.8%

69.2%

60.3%

42.9%

29.0%

51.1%

58.6%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代
（総数=54)

20歳代
（総数=113)

30歳代
（総数=263)

40歳代
（総数=272)

50歳代
（総数=234)

60歳代
（総数=380)

70歳代
（総数=359)

80歳代以上
（総数=138)

無回答
（総数=47)

合計
（総数=1860)

週５日以上 週３～４日 週１～２日 月２～３日 月１日程度
月１日未満 頻度不明 利用しない 無回答

6.2日

利用者
月平均

4.1日

2.2日

3.0日

3.1日

4.3日

5.7日

7.1日

3.9日

4.5日

※帯グラフにおいて 5％未満の値は非表示（以下の全てのグラフにて同様）

（２） 主に利用する路線（※複数回答）

主に利用する路線としては「市内路線」「南平路線」の回答が多い。

26.0%

12.5%

29.8%

9.8%

7.5%

16.6%

10.4%

5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

市内路線(185)

三沢台路線(89)

南平路線(212)

旭が丘循環路線(70)

落川路線(53)

平山循環路線(118)

川辺堀之内路線(74) 総数=711

※( )内は回答者数
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４.４ ミニバス路線再編について

（１） 路線再編の認知度と評価（全体集計）

ミニバス路線再編については、「知らなかった」が半数以上を占め、「良く知ってい

た」は 12.7％であった。「知っていた」と回答した人による再編の評価では「便利になっ

た」が 22.6％を占め、「不便になった（19.4％）」を上回った。

12.7%

34.0%
51.5%

1.8%

良く知っていた

詳しくは知らないが、な
んとなくは知っていた

知らなかった

無回答

17.5%

5.1%

14.3%

27.6%

34.2%

1.4%

便利になった

便利になった点と不便になった点がある

不便になった

変わらない

利用していないのでわからない

無回答

■路線再編の認知度

■路線再編の評価

便利になった：22.6％

不便になった：19.4％

総数：1,860 

総数：869
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（２） 路線再編の認知度（中学校区別集計）

路線再編により運行本数が倍増した第一中学校区（市内路線）及び平山中学校区（平山

循環路線）においても、「知らなかった」と回答した人の割合が高い。

7.4%

7.4%

21.3%

13.3%

14.6%

9.4%

11.1%

16.2%

12.7%

28.7%

38.4%

38.1%

31.5%

30.5%

31.5%

36.4%

37.1%

26.1%

34.0%

60.2%

52.3%

39.7%

54.0%

53.1%

57.1%

51.6%

44.8%

65.2%

51.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第一（総数=216)

第二（総数=216)

七生（総数=239)

第三（総数=248)

第四（総数=239)

三沢（総数=203)

大坂上（総数=217)

平山（総数=259)

無回答（総数=23)

合計（総数=1860)

良く知っていた 詳しくは知らないが、なんとなくは知っていた 知らなかった 無回答

（３） 路線再編の評価（路線別集計）

南平路線では「不便になった」が「便利になった」を上回っているが、その他の路線で

は「便利になった」の割合が高い。その傾向は特に市内路線において顕著である。

35.3%

21.0%

16.0%

26.0%

20.5%

28.3%

29.8%

7.5%

9.7%

7.7%

20.0%

10.3%

25.3%

8.8%

15.8%

12.9%

29.0%

12.0%

15.4%

22.2%

7.0%

32.3%

50.0%

40.2%

36.0%

43.6%

19.2%

45.6%

8.3%

6.5%

7.1%

6.0%

10.3%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内路線(総数=133)

三沢台路線(総数=62)

南平路線(総数=169)

旭が丘循環路線(総数=50)

落川路線(総数=39)

平山循環路線(総数=99)

川辺堀之内路線(総数=57)

便利になった 便利になった点と不便になった点がある

不便になった 変わらない

利用していないのでわからない 無回答
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（４） 路線再編で便利・不便になった点

便利になった点としては「本数が増えた」と回答した人が多い。一方、不便になった点

については、「乗り継ぎが必要になった」「南平路線・日野行きがなくなった」「運行本

数が減った」と回答した人が多い。その他、ラウンドダイヤを評価する回答もあった。不

便になった点について、想定外の回答はみられなかった。

【全体集計】

■便利になった点
項目 回答者数 割合

本数が増えた 74 37.8%
目的地に行けるようになった、行きやすくなった 21 10.7%
近くにバス停ができた 20 10.2%
ラウンドダイヤで分かりやすい・覚えやすい 15 7.7%
雨の日や暑い日に利用できる、助かる 7 3.6%
発車時刻が遅れない 6 3.1%
路線数が増えた 6 3.1%
運行時間帯が長くなった 6 3.1%
利用できるようになった、便利になった 5 2.6%
坂道を登らなくてすむので助かる 4 2.0%
乗り継ぎがよくなった 3 1.5%
時刻表・路線図が配布された 3 1.5%
その他 15 7.7%
その他（ミニバス再編に関係なし） 18 9.2%
不満・要望 3 1.5%
不明 1 0.5%
回答者数（「便利になった」と回答した人の合計） 196 100.0%

■不便になった点
項目 回答者数 割合

乗り継ぎが必要になった 57 33.9%
南平路線・日野行きがなくなった 35 20.8%
運行本数が減った 29 17.3%
車両が小さくなった（混雑している、座れなくなった） 19 11.3%
バス停・行き先がわかりづらくなった 9 5.4%
目的地に行くのが不便になった 9 5.4%
時間がかかるようになった 8 4.8%
経路が変更された（市内路線） 7 4.2%
経路が変更された（平山循環路線） 6 3.6%
運行時間帯が短くなった 5 3.0%
バス停が遠くなった 4 2.4%
時刻表が変わった 2 1.2%
路線が通過しなくなった 2 1.2%
バスが狭い道を通るようになった 2 1.2%
その他 7 4.2%
不満・要望 26 15.5%
問題なし 2 1.2%
回答者数（「不便になった」と回答した人の合計） 168 100.0%

0% 20% 40%

0% 20% 40%
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【路線別集計】

■便利になった点

項目
市内路
線

三沢台
路線

南平路
線

旭が丘
循環路
線

落川路
線

平山循
環路線

川辺堀
之内路
線

本数が増えた 18 5 22 6 2 30 6
目的地に行けるようになった、行きやすくなった 7 1 5 4 0 2 7
近くにバス停ができた 6 1 2 3 2 7 0
ラウンドダイヤで分かりやすい・覚えやすい 4 5 3 6 1 7 1
雨の日や暑い日に利用できる、助かる 3 0 1 0 0 2 1
発車時刻が遅れない 3 0 2 0 0 1 2
路線数が増えた 2 2 0 1 2 0 1
運行時間帯が長くなった 2 1 1 2 1 1 0
利用できるようになった、便利になった 2 1 1 0 1 0 0
坂道を登らなくてすむので助かる 4 0 0 0 0 0 0
乗り継ぎがよくなった 2 0 0 2 0 1 0
時刻表・路線図が配布された 2 2 0 0 0 0 0
その他 5 2 3 1 0 3 2
その他（ミニバス再編に関係なし） 9 2 6 0 1 3 1
不満・要望 1 0 2 1 0 0 0
不明 0 0 0 0 0 0 0
回答者数（「便利になった」と回答した人の合計） 57 19 40 23 12 53 22

■不便になった点

項目
市内路
線

三沢台
路線

南平路
線

旭が丘
循環路
線

落川路
線

平山循
環路線

川辺堀
之内路
線

乗り継ぎが必要になった 9 2 7 11 2 33 3
南平路線・日野行きがなくなった 3 2 30 1 2 0 3
運行本数が減った 7 5 14 2 3 3 0
車両が小さくなった（混雑している、座れなくなった） 2 6 10 3 2 6 0
バス停・行き先がわかりづらくなった 2 0 3 0 0 2 1
目的地に行くのが不便になった 1 0 3 0 1 2 0
時間がかかるようになった 2 0 3 0 0 3 0
経路が変更された（市内路線） 4 0 2 0 1 0 1
経路が変更された（平山循環路線） 1 0 0 0 0 5 0
運行時間帯が短くなった 0 0 1 0 1 3 1
バス停が遠くなった 0 0 0 0 0 2 0
時刻表が変わった 0 0 1 0 0 0 0
路線が通過しなくなった 0 0 1 0 0 0 0
バスが狭い道を通るようになった 1 0 0 0 0 0 0
その他 1 0 3 2 0 3 0
不満・要望 2 2 6 2 0 6 4
問題なし 0 0 1 0 1 0 0
回答者数（「不便になった」と回答した人の合計） 31 14 62 16 10 47 9
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４.５ 1年前からの変化（再編前後の変化）

（１） 健康状態の変化（年代別集計）

年代が高いほど「昨年よりも健康ではない」と回答した人の割合が高く、80 歳代以上で

は 60.1％を占める。

13.0%

8.0%

7.6%

5.9%

6.4%

5.0%

5.3%

9.3%

5.3%

6.4%

68.5%

74.3%

76.0%

76.1%

68.4%

69.7%

55.7%

34.1%

57.4%

66.0%

5.6%

8.0%

8.0%

9.9%

16.7%

16.6%

24.2%

34.8%

21.3%

16.5%

6.1%

10.0%

25.4%

6.4%

7.0%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代（総数=54)

20歳代（総数=113)

30歳代（総数=263)

40歳代（総数=272)

50歳代（総数=234)

60歳代（総数=380)

70歳代（総数=359)

80歳代以上（総数=138)

無回答（総数=47)

合計（総数=1860)

昨年よりも健康である 昨年よりもやや健康である 変わらない
昨年よりもやや健康ではない 昨年よりも健康ではない 無回答

（２） 外出しやすさの変化（外出目的別）

どの目的でも「変わらない」が大半を占めるが、「④日用品・食料品以外の買物」では

「外出しにくくなった」が「外出しやすくなった」を 2ポイント上回っている。

52.7%

68.4%

75.6%

74.4%

71.6%

69.1%

73.1%

11.8%

6.3%

8.1%

27.4%

10.8%

8.0%

9.7%

10.3%

11.4%

11.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①通勤・通学

②通院

③日用品・食料品
の買物

④日用品・食料品
以外の買物

⑤市役所等の
公的機関利用

⑥趣味・スポーツ
・習い事

⑦友人や親戚
との面会

外出しにくくなった 少し外出しにくくなった 変わらない
少し外出しやすくなった 外出しやすくなった 外出しない
無回答

3.6％

7.0％

7.0％

8.1％

8.1％

6.2％

7.4％

4.5％

7.4％

7.7％

6.1％

6.4％

5.2％

5.5％

(※どの目的も
総数=1,860)

悪くなった 良くなった
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（３） 外出しやすさの変化（年代別集計）

1 年前と比べた外出しやすさ（※バス以外での外出も含む総合評価）では、「変わらない」が大半

を占める。ただし、80 歳代以上では「外出しにくくなった」が 30.4％を占める。

13.0%

15.0%

10.3%

8.5%

12.4%

15.8%

19.2%

30.4%

12.8%

15.1%

7.4% 11.1%

10.6%

12.9%

10.3%

9.8%

11.1%

16.4%

15.9%

19.1%

12.6%

66.7%

64.6%

72.6%

76.8%

73.9%

66.6%

51.8%

43.5%

59.6%

65.0%

5.3%

8.1%

7.2%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代（総数=54)

20歳代（総数=113)

30歳代（総数=263)

40歳代（総数=272)

50歳代（総数=234)

60歳代（総数=380)

70歳代（総数=359)

80歳代以上（総数=138)

無回答（総数=47)

合計（総数=1860)

外出しにくくなった 外出目的により異なる 外出しやすくなった
変わらない・外出しない 無回答

（４） 再編の評価（外出しやすさの変化別集計）

「外出しにくくなった」と回答した人の内、「再編により不便になった」人の割合は

16.4％で、「便利になった」を大きく上回っている。一方、「外出しやすくなった」と回

答した人においては、23.4％が「再編で便利になった」と回答している。

6.4%

11.9%

23.4%

5.0%

14.3%

8.2%

6.8%

11.9%

16.4%

10.2%

5.1%

6.7%

13.6%

10.2%

16.2%

12.3%

11.7%

12.9%

10.0%

10.2%

9.8%

19.0%

13.0%

16.0%

45.0%

45.8%

40.0%

56.0%

44.2%

51.5%

11.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出しにくくなった
（総数=280)

外出目的により異なる
（総数=59)

外出しやすくなった
（総数=235)

変わらない・外出しない
（総数=1209)

無回答（総数=77)

合計（総数=1860)

再編で便利になった 便利になった点と不便になった点がある
再編で不便になった 変わらない
利用していないのでわからない 再編を知らなかった
無回答

外出しにくくなった ：7つの外出目的のうち、ひとつでも「外出しにくくなった」と回答
外出目的により異なる ：「外出しにくくなった」移動と「外出しやすくなった」移動が混在
外出しやすくなった ：7つの外出目的のうち、ひとつでも「外出しやすくなった」と回答
変わらない・外出しない ：全ての外出目的で「変わらない」または「外出しない」と回答
無回答 ：全ての外出目的に無回答

集
計
区
分
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４.６ 公共交通の利用について

（１） 駅利用交通手段

3 大拠点駅ではバス利用が多い。その他の駅では徒歩が多く、モノレールの駅では自転

車の割合も高い。

40.4%

40.5%

25.5%

46.2%

5.0%

15.8%

8.3%

6.9%

20.8%

35.3%

5.9%

8.4%

6.0%

10.6%

5.9%

5.9%

11.9%

6.9%

5.6%

6.9%

12.5%

7.1%

5.6%

6.9%

25.0%

12.9%

13.7%

16.0%

14.2%

20.2%

17.8%

17.2%

33.3%

27.6%

20.8%

15.2%

34.8%

34.2%

42.6%

27.3%

58.0%

47.5%

69.0%

41.7%

48.3%

75.0%

37.5%

36.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日野駅(総数=371)

豊田駅(総数=553)

百草園駅(総数=94)

高幡不動駅(総数=444)

南平駅(総数=119)

平山城址公園駅(総数=101)

多摩動物公園駅(総数=29)

甲州街道駅(総数=36)

万願寺駅(総数=29)

程久保駅(総数=4)

その他(総数=24)

合計(総数=1804)

バス 自分で運転する車 ほかの人に車で送ってもらう
タクシー 自動二輪・原付バイク 自転車
徒歩のみ 無回答

（２） 駅までの交通手段は往復で異なるか

帰宅時間や天候により、行きと帰りで交通手段を変えている人が 34.8％存在している。

66.3%

61.5%

58.5%

60.4%

74.8%

66.3%

69.0%

77.8%

72.4%

75.0%

66.7%

63.9%

28.8%

32.2%

34.0%

32.0%

20.2%

28.7%

24.1%

19.4%

20.7%

25.0%

33.3%

30.0%

7.4%

5.6%

6.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日野駅(総数=371)

豊田駅(総数=553)

百草園駅(総数=94)

高幡不動駅(総数=444)

南平駅(総数=119)

平山城址公園駅(総数=101)

多摩動物公園駅(総数=29)

甲州街道駅(総数=36)

万願寺駅(総数=29)

程久保駅(総数=4)

その他(総数=24)

合計(総数=1804)

ほぼ毎回同じ たまに異なる ほぼ毎回異なる 異なる（頻度不明） 無回答
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【行きと帰りで交通手段が異なる理由】

■「たまに異なる」と回答した人の異なる理由

異なる理由 回答者数 割合

バスの時間が合わない 153 37.0%

天候による 76 18.4%

坂がある 34 8.2%

行き先・立ち寄り先による 47 11.4%

荷物がある 45 10.9%

体調（気分）による 36 8.7%

送迎の有無 34 8.2%

健康のため 13 3.1%

子どもと一緒 8 1.9%

夜道が危険 6 1.5%

回答者数 413 100.0%

■「ほぼ毎回異なる」と回答した人の異なる理由

異なる理由 回答者数 割合

バスの時間が合わない 24 40.0%

天候による 4 6.7%

坂がある 17 28.3%

行き先・立ち寄り先による 3 5.0%

荷物がある 1 1.7%

体調（気分）による 3 5.0%

送迎の有無 3 5.0%

健康のため 4 6.7%

子どもと一緒 1 1.7%

夜道が危険 0 0.0%

回答者数 60 100.0%

■駅別集計

※回答者数10人以上の駅のみ掲載

※「たまに異なる」「ほぼ毎回異なる」の合計

異なる理由 日野駅 豊田駅 百草園駅
高幡不動
駅

南平駅
平山城址
公園駅

バスの時間が合わない 33.7% 47.6% 18.8% 40.3% 5.6% 25.9%

天候による 15.8% 17.1% 18.8% 16.0% 11.1% 22.2%

坂がある 12.6% 7.3% 6.3% 17.6% 16.7% 7.4%

行き先・立ち寄り先による 10.5% 7.3% 15.6% 10.1% 16.7% 14.8%

荷物がある 14.7% 6.7% 12.5% 8.4% 16.7% 7.4%

体調（気分）による 9.5% 7.9% 9.4% 6.7% 22.2% 3.7%

送迎の有無 10.5% 6.7% 6.3% 5.0% 11.1% 18.5%

健康のため 1.1% 3.0% 3.1% 4.2% 11.1% 3.7%

子どもと一緒 2.1% 1.2% 6.3% 2.5% 0.0% 0.0%

夜道が危険 0.0% 1.2% 0.0% 2.5% 0.0% 3.7%

回答者数（実数） 95 164 32 119 18 27

0% 10% 20% 30% 40%

0% 10% 20% 30% 40%
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（３） 自宅周辺を運行しているバス路線の認知度

多くの人がバス停の存在は知っているが、運行ダイヤまで知っている人は半数に満たな

い。特に若年者層は知らない人の割合が高い。

90.1%

67.6%

77.6%

47.3%

45.2%

6.6%

27.4%

18.2%

48.3%

49.7% 5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バス停の存在

バス停の名称

バスの行き先

バスの運行時間帯

バスのダイヤ

知っている 知らない 無回答

31.5%

28.3%

39.2%

51.5%

42.3%

42.1%

52.9%

58.7%

40.4%

45.2%

66.7%

69.0%

60.1%

46.7%

53.8%

53.2%

38.4%

26.8%

48.9%

49.7%

8.6%

14.5%

10.6%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代(総数=54)

20歳代(総数=113)

30歳代(総数=263)

40歳代(総数=272)

50歳代(総数=234)

60歳代(総数=380)

70歳代(総数=359)

80歳代以上(総数=138)

無回答(総数=47)

合計(総数=1860)

知っている 知らない 無回答

(※どの目的も
総数=1,860)

■バス路線の認知度（全体集計）

■バスダイヤの認知度（年代別集計）
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（４） バス運賃の支払い方法

ＩＣカード利用者が多い。70歳代以上では約半数がシルバーパスを利用している。

16.7%

20.4%

24.0%

20.2%

16.2%

27.9%

18.9%

17.4%

34.0%

21.6%

79.6%

76.1%

74.1%

77.9%

77.8%

61.1%

24.2%

12.3%

38.3%

57.6%

46.2%

52.9%

17.0%

13.3%

5.1%

8.7%

9.5%

15.9%

10.6%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代(総数=54)

20歳代(総数=113)

30歳代(総数=263)

40歳代(総数=272)

50歳代(総数=234)

60歳代(総数=380)

70歳代(総数=359)

80歳代以上(総数=138)

無回答(総数=47)

合計(総数=1860)

現金 PASMO・Suica
シルバーパス 回数券
定期券 休日家族割引＋現金
モットクパス（金額式IC定期券） 無回答

（５） 運行情報の入手方法

若年者層の大半はインターネットを活用し運行情報を入手している。一方、高齢者層に

は紙媒体で情報を入手している人が多い。

11.1%

15.9%

14.4%

16.5%

23.1%

36.3%

42.3%

46.4%

36.2%

28.6%

11.1%

10.6%

11.4%

16.2%

26.1%

27.1%

28.7%

15.9%

21.3%

21.0%

72.2%

66.4%

68.1%

58.8%

43.6%

18.4%

10.6%

31.9%

36.7%

8.7%

6.4%

12.3%

5.9%

5.8%

8.9%

17.4%

6.4%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代(総数=54)

20歳代(総数=113)

30歳代(総数=263)

40歳代(総数=272)

50歳代(総数=234)

60歳代(総数=380)

70歳代(総数=359)

80歳代以上(総数=138)

無回答(総数=47)

合計(総数=1860)

市販の時刻表など 駅やバス停でメモ
駅やバス案内所、車内にあるチラシ インターネットで検索
鉄道駅やバス会社に問い合わせ その他
無回答
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（６） 市内公共交通の満足度

運行本数の不満足度が高い。総合満足度は事前調査時に比べ「不満足」「やや不満足」

の割合が減少している。

6.3%

17.7%

8.6%

13.8%

6.2%

9.8%

9.8%

5.7%

5.4%

7.5%

7.0%

16.8%

7.7%

11.0%

11.6%

15.8%

11.8%

6.6%

8.2%

8.3%

9.5%

12.3%

15.5%

21.5%

14.8%

24.6%

20.1%

28.2%

29.9%

25.1%

31.2%

22.3%

28.1%

31.7%

30.3%

24.8%

15.5%

13.7%

9.8%

8.1%

5.9%

7.8%

8.0%

12.0%

13.5%

18.8%

10.7%

14.5%

12.2%

16.7%

33.7%

21.8%

7.2%

9.1%

7.4%

9.7%

5.5%

8.5%

10.6%

12.0%

7.8%

13.5%

9.9%

11.8%

21.3%

20.9%

28.4%

27.8%

22.1%

17.5%

18.9%

20.6%

22.5%

25.3%

19.7%

20.0%

17.5%

10.2%

14.1%

12.8%

13.5%

13.9%

14.4%

13.5%

14.0%

13.6%

12.9%

14.0%

12.7%

12.7%

16.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅からバス停
までの距離

目的地からバス停
までの距離

運行本数

始発の時間

終発の時間

運賃

バス停の環境
（ベンチ、上屋等）

運賃経路や行き先

目的地までの所要時間

運行時間の正確さ
（定時性）

鉄道や他のバス
との乗り継ぎ

バスへの乗降（段差）

運行情報のわかりやすさ
（時刻、運賃等）

日野市における
公共交通の「総合評価」

不満足 やや不満足 どちらでもない やや満足 満足 わからない 無回答

10.4%

7.5%

17.1%

12.3%

21.8%

24.8%

17.6%

16.7%

6.1% 16.4%

17.5%

10.5%

16.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H20年調査時
(総数=1604)

H23年調査時
(総数=1860)

不満足 やや不満足 どちらでもない やや満足 満足 わからない 無回答

■公共交通サービス項目別満足度（全体集計）

■公共交通サービス満足度（総合評価）の変化

減少

不満足

(※どの項目も総数=1,860)
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（７） 外出しやすさと市内公共交通満足度との関係

ここ 1年で「外出しにくくなった」と感じている人の内、37.5％が公共交通に満足（※

「不満足」「やや不満足」の合計）していない。一方、「外出しやすくなった」と感じて

いる人の内、37.9％が公共交通に満足（※「満足」「やや満足」の合計）している。

16.8%

8.5%

6.5%

6.5%

7.5%

20.7%

13.6%

8.9%

11.5%

12.3%

18.9%

28.8%

23.0%

27.1%

13.0%

24.8%

16.4%

15.3%

29.8%

14.2%

16.9%

16.7%

5.1%

8.1%

5.2%
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５. 市民アンケート調査結果のまとめ

 今回の路線再編は事業規模を変えず、運行の効率化を図りつつ利便性を向上させた

ものである。そのため、運行本数の増加などにより便利になる人が増える一方で、

乗り継ぎが必要になるなど、再編により不便になる人が少なからず存在することも

想定されていた。

 結果として「便利になった」と感じている人が 22.6％であり、「不便になった」

と感じている人（19.4％）を上回った。不便になった点は当初より想定していた内

容にとどまり、想定外の問題点はみられなかった。

 回答者に高齢者が多く、健康状態の悪化などから「1 年前に比べ外出しにくくなっ

た」人が「外出しやすくなった」人を上回る結果となった。ただし、「外出しやす

さに変化があった」人の約 3 割は再編で利便性に変化があったと回答している。特

に「外出しやすくなった」人の 23.4％が「再編で便利になった」と回答してお

り、再編は外出しやすさの向上に少なからず寄与したものと考えられる。

 一方、「外出しにくくなった」と回答した人の 16.4％が「再編で不便になった」

と回答している。不便になった理由として一番多いのは「乗り継ぎが必要になっ

た」ことであるが、乗り継ぎについては乗り継ぎ抵抗軽減策を実施しており、施策

が利用者に定着することにより不便さは緩和されると考えている。

 路線再編により運行本数が倍増した地域においても、再編自体を知らなかった人が

半数を占めていた。自宅周辺を運行するバスのダイヤを知らない人も半数を占めて

おり、継続的な運行ＰＲが必要である。

 日野市地域公共交通総合連携計画を策定する 3 年前に比べ、市内公共交通全体につ

いて「満足」の割合は微減（2.2 ポイント減）なのに対し、「不満足」の割合は

7.8 ポイント減少している。満足度の向上には至っていないが、不満足な状況は改

善されつつあると考えられる。




